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一
般
質
問

一
般
質
問

大
原
昌
幸
（
無
所
属
）

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

・
太
陽
の
城
跡
地
に
建
設
予
定
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
と
ホ
テ
ル

・
他
市
よ
り
も
標
準
化
死
亡
比
が
高
い
本
市

の
脳
血
管
疾
患

畑
尻
宣
長
（
公
明
党
）

・
防
災
対
策

・
外
国
人
児
童
生
徒

野
島
さ
つ
き
（
公
明
党
）

・
認
知
症
施
策

・
子
育
て
支
援
の
充
実

・
糖
尿
病
重
症
化
予
防

加
藤
嘉
哉
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
文
化
芸
術

・
病
院
事
業

・
文
化
財
の
保
護

野
々
山
雄
一
郎
（
自
民
清
風
会
）

・
小
学
校
の
部
活
動

・
短
期
集
中
型
通
所
サ
ー
ビ
ス

・
市
民
の
学
び

・
市
立
看
護
専
門
学
校

鈴
木
英
樹
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
防
災
・
減
災

柴
田
敏
光
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
岡
崎
市
体
育
館

・
自
転
車

・
介
護
サ
ー
ビ
ス

井
町
圭
孝
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
犯
罪
被
害
者
支
援

・
悪
質
ク
レ
ー
ム
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
）
対
策

・
鹿
乗
川
の
水
害
対
策

井
手
瀬
絹
子
（
公
明
党
）

・
子
供
の
健
康
診
査

・
学
校
現
場
に
お
け
る
法
律
的
な
解
決
を
必

要
と
す
る
問
題
へ
の
対
応

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
手
続

野
本
篤
（
自
民
清
風
会
）

・
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

・
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

中
根
武
彦
（
自
民
清
風
会
）

・
屋
外
広
告
物

・
市
街
化
調
整
区
域
の
汚
水
整
備

磯
部
亮
次
（
自
民
清
風
会
）

・
八
丁
味
噌
に
関
す
る
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度

・
観
光
政
策

・
防
災

杉
浦
久
直
（
自
民
清
風
会
）

・
内
田
市
政

・
公
共
施
設

三
浦
康
宏
（
無
所
属
）

・
市
の
花
・
桜

・
小
中
学
校
の
部
活
動

畔
柳
敏
彦
（
公
明
党
）

・
火
災
現
場
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者

へ
の
対
応

・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

三
宅
健
司
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
北
部
地
域
の
今
後

・
学
校
教
育
の
充
実

小
田
高
之
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会
）

・
教
育
行
政

・
観
光
行
政

・
安
全
安
心

鈴
木
雅
子
（
無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

・
市
内
全
域
で
利
用
で
き
る
公
共
交
通

・
公
共
施
設
の
配
置

・
想
定
外
の
災
害
に
備
え
た
対
策

・
市
長
の
政
治
姿
勢

新
免
悠
香
（
無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

・
雨
で
も
暑
く
て
も
遊
べ
る
子
ど
も
の
遊
び
場

・
学
校
給
食

・
子
育
て
支
援
策

・
受
け
や
す
い
就
学
援
助

江
村
力
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会
）

・
地
方
公
会
計
制
度

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

・
教
育
行
政

１２
月
定
例
会
で
は
、
２０
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
紙
で
は
、
太
字
の

質
問
項
目
の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
よ
り
詳
し
い
内
容
や
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
議
事
録
及
び
議
会
映
像
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
掲
載
原
稿
は
、
議
事
録
に
基
づ
き
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
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他
市
よ
り
標
準
化
死
亡
比
の
高
い

脳
血
管
疾
患

防
災
対
策

〜
電
源
確
保
・
福
祉
避
難
所
〜

多
胎
妊
産
婦
支
援

一
般
質
問
と
は

・
議
案
と
は
別
に
、
執
行
機
関
に
対
し

て
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針

な
ど
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
報
告

や
説
明
を
求
め
、
疑
問
を
問
い
た
だ

す
も
の
で
す
。

・
岡
崎
市
議
会
で
は
６
、
９
、
１２
月
定

例
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
を
行
っ
た

全
て
の
議
員
が
一
問
一
答
方
式
に
よ
り

質
問
し
ま
し
た
。

大
原
昌
幸
（
無
所
属
）

こ
う
そ
く

問

本
市
民
の
脳
内
出
血
や
脳
梗
塞

な
ど
脳
血
管
疾
患
の
標
準
化
死
亡

比
が
県
内
の
他
市
よ
り
も
特
に
高
い
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
動
脈
硬
化
予
防

や
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
な
ど
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
効
果
の
あ
る
野
菜

の
摂
取
量
が
愛
知
県
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
全
国
、
県
、

本
市
の
１
日
摂
取
量
は
い
く
ら
か
。
ま

た
、
健
康
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
本
市
の
脳
血
管
疾
患
の
標
準
化
死

亡
比
が
高
い
こ
と
を
市
民
に
周
知
し
て

は
ど
う
か
提
案
す
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答

野
菜
の
１
日
摂
取
量
は
、
男
性

で
は
全
国
が
２
９
５
・
４
㌘
、
県

が
２
２
８
・
８
㌘
、
本
市
が
１
８
８
・

２
㌘
、
女
性
で
は
全
国
が
２
８
１
・
９

㌘
、
県
が
２
３
７
・
７
㌘
、
本
市
が
２

２
９
・
５
㌘
で
あ
る
。
今
後
は
、
本
市

に
お
け
る
脳
血
管
疾
患
の
標
準
化
死
亡

比
が
高
い
こ
と
等
、
具
体
的
に
数
値
の

見
え
る
化
を
図
り
、
市
民
に
対
し
啓
発

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

畑
尻
宣
長
（
公
明
党
）

問

災
害
に
伴
う
停
電
時
の
電
力
を

確
保
す
る
た
め
、
地
元
自
動
車
産

業
と
連
携
し
公
用
車
に
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

答

今
月
、
災
害
時
に
お
け
る
電
動

車
両
等
の
支
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
、
本
市
が
被
災
し
た
際
、
市
の

要
請
に
基
づ
き
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車
を
優
先
的
に

貸
与
し
て
も
ら
う
。
今
後
、
公
用
車
と

し
て
常
時
配
備
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

特
別
支
援
学
校
在
校
生
の
一
次

避
難
所
で
の
生
活
は
、
熊
本
地
震

で
の
事
例
か
ら
も
特
に
配
慮
が
必
要
と

考
え
る
。
本
市
で
も
熊
本
市
の
よ
う
に
、

特
別
支
援
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
が
福

祉
避
難
所
へ
直
接
避
難
出
来
る
と
、
児

童
生
徒
の
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

答

特
別
支
援
学
校
の
在
校
生
な
ど

が
福
祉
避
難
所
を
よ
り
早
期
に
利

用
出
来
る
よ
う
に
、
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

野
島
さ
つ
き
（
公
明
党
）

問

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
０
年
度

予
算
の
概
算
要
求
で
、
多
胎
妊
産

婦
へ
の
支
援
を
初
め
て
計
上
し
た
。
母

親
ら
の
孤
立
感
を
解
消
す
る
た
め
、
多

胎
児
の
育
児
経
験
者
に
よ
る
相
談
支
援

事
業
な
ど
を
行
う
市
区
町
村
に
対
し
費

用
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
内
容
で
あ

り
、
多
胎
妊
産
婦
や
そ
の
家
庭
へ
外
出

の
補
助
や
育
児
の
介
助
を
行
う
育
児
サ

ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
す
る
事
業
も
行
う
こ

と
に
し
て
い
る
。
本
市
の
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
多
胎
家
庭
へ
の
支
援
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答

自
治
体
が
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
確
保
や
受
け
入
れ

側
の
理
解
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
。
家
庭
訪
問
を
始
め
と
し
た
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、
先
進
的

に
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

の
情
報
を
収
集
し

な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

一般質問

おかざき議会だより│vol.２０１3



市
民
病
院
と

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携

小
学
校
の
部
活
動

現
状
の
分
析
と
今
後
の
方
向
性
は

水
害
対
応

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
更
新

加
藤
嘉
哉
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

市
民
病
院
と
地
域
の
医
療
機
関

が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

は
も
と
よ
り
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

全
て
の
患
者
に
と
っ
て
安
心
を
も
た
ら

す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
４
月
に
開
院

す
る
藤
田
医
科
大
学
岡
崎
医
療
セ
ン
タ

ー
と
市
民
病
院
と
の
医
療
連
携
、
役
割

分
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

救
急
医
療
は
も
と
よ
り
、
あ
ら

ゆ
る
領
域
と
分
野
に
お
い
て
地
域

医
療
を
支
え
る
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
協
調
関
係
を
築
き
、
市
民
が
本
市

内
で
医
療
を
完
結
で
き
る
地
域
完
結
型

の
診
療
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
患
者
の

紹
介
に
関
す
る
前
方
連
携
や
各
診
療
分

野
で
の
医
療
連
携
の
在
り
方
は
、
医
師

会
と
両
病
院
の
診
療
責
任
者
に
て
協
議

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
回
復
期
、
慢

性
期
の
医
療
機
能
を
担
う
病
院
へ
の
転

院
を
促
進
す
る
病
院
連
携
の
在
り
方
が
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。

野
々
山
雄
一
郎
（
自
民
清
風
会
）

問

今
の
と
こ
ろ
部
活
動
廃
止
の
考

え
は
無
い
と
の
こ
と
だ
が
、
全
国

的
な
動
き
と
し
て
、
今
後
、
地
域
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
へ
の
移
行
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
、
本
市
に
お
い
て
現
状
可
能

か
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
今
後
の
方
向

性
を
検
討
す
る
中
で
の
課
題
は
。

答

学
校
の
部
活
動
は
、
子
供
に
等

し
く
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
し
、
本
市
で
は
部
活
動
に

よ
っ
て
子
供
の
心
と
体
を
育
ん
で
き
た

教
育
風
土
が
あ
る
。
各
種
情
勢
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
適
切
に
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
教
育
委
員
会

で
は
、
本
年
度
、
校
長
、
体
育
指
導
員
、

音
楽
教
員
、
一
般
教
員
等
で
構
成
す
る

学
校
教
育
活
動
研
究
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
。
こ
の
委
員
会
に
お
い
て
、
中
長

期
的
な
視
点
か
ら
も
部
活
動
の
未
来
像

に
つ
い
て
協
議
し
、
今
後
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
部
活
動

を
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
し
て
い
く
に
は

子
供
の
受
け
入
れ
態
勢
や
環
境
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

鈴
木
英
樹
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

昨
年
、
浸
水
想
定
の
前
提
を
想

定
最
大
規
模
の
降
雨
へ
更
新
を
提

言
。
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答

国
や
県
か
ら
示
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
既
存
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
反
映
し
、

来
年
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
小
学
校
区

内
の
世
帯
に
、
市
政
だ
よ
り
３
月
１
日

号
と
合
わ
せ
配
布
予
定
で
あ
る
。

問

更
新
に
当
た
り
、
構
成
上
改
良

し
た
点
と
そ
の
理
由
、
ま
た
、
新

た
な
変
化
点
と
留
意
点
に
つ
い
て
問
う
。

答

ま
ず
は
、
想
定
最
大
規
模
の
降

雨
に
よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
と
、

土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
な
ど
を
表
示
。

ま
た
、
早
期
避
難
を
重
点
と
す
る
た
め
、

避
難
先
と
、
万
一
逃
げ
遅
れ
た
際
の
避

難
先
を
時
系
列
で
説
明
。
更
に
、
流
速

が
早
く
木
造
家
屋
が
倒
壊
す
る
恐
れ
や
、

河
岸
浸
食
、
湛
水
時
間
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
情
報
提
供
。
変
化
点
と
し
て
、

浸
水
想
定
地
域
や
浸
水
域
の
拡
大
。
未

公
表
の
河
川
な
ど
が
あ
り
、
引
き
続
き

浸
水
想
定
区
域
に
入
っ
て
い
な
く
て
も

注
意
を
払
う
必
要
性
が
あ
る
。

一般質問

岡崎市民病院
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⑴
岡
崎
市
体
育
館
空
調
整
備

⑵
認
知
症
高
齢
者
支
援

犯
罪
等
被
害
者
支
援

弱
視
の
早
期
発
見
に

屈
折
検
査
機
器
の
導
入

未
来
に
羽
ば
た
く

若
者
た
ち
へ
の
支
援
策

柴
田
敏
光
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

⑴
岡
崎
市
体
育
館
は
大
規
模
改

修
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

答

中
央
総
合
公
園
の
施
設
改
修
工

事
終
了
後
の
、
令
和
４
年
度
以
降

の
改
修
を
検
討
し
て
い
る
。

問

大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
空
調

設
備
を
整
備
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
。

答

空
調
設
備
の
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
い
る
が
、
予
定
し
て
い
る

大
規
模
改
修
工
事
で
は
特
定
天
井
改
修

や
照
明
設
備
の
改
修
な
ど
に
多
額
の
費

用
を
要
す
る
こ
と
、
工
事
期
間
中
の
休

館
日
程
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
空
調
設

備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
部

署
と
協
議
し
て
い
く
。

は
い
か
い

問

⑵
徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者

等
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
無
料
で
貸

与
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
。

答

現
在
行
っ
て
い
る
認
知
症
高
齢

者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状

況
も
踏
ま
え
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
補
助
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
は
再
度
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

井
町
圭
孝
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

犯
罪
等
被
害
者
（
遺
族
含
む
）

を
支
援
す
る
た
め
、
名
古
屋
市
の

よ
う
に
条
例
を
作
り
支
援
制
度
を
設
け

る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

答

犯
罪
被
害
は
誰
も
が
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
自
治
体
に

よ
る
支
援
の
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は

好
ま
し
く
な
い
と
考
え
、
本
市
で
は
愛

知
県
市
長
会
を
通
じ
、
国
に
対
し
見
舞

金
制
度
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や

犯
罪
被
害
者
支
援
に
係
る
財
政
措
置
を

要
望
し
て
い
る
。
一
方
で
、
犯
罪
被
害

者
等
基
本
法
に
お
い
て
は
、
自
治
体
の

責
務
と
し
て
「
地
域
の
状
況
に
応
じ
た

施
策
を
策
定
し
実
施
す
る
責
務
を
有
す

る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
し
て
も
名
古
屋
市
の
支
援
制
度

を
参
考
に
、
被
害
者
に
一
番
身
近
な
地

元
自
治
体
と
し
て
犯
罪
被
害
者
に
寄
り

添
い
、
市
民
全
体
で
支
え
合
う
支
援
制

度
の
実
施
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
更
に
充
実
し
た
支
援
が

出
来
る
よ
う
条
例
の
制
定
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

井
手
瀬
絹
子
（
公
明
党
）

問

３
歳
児
健
康
診
査
で
視
力
検
査

を
行
う
目
的
は
。

答

弱
視
で
あ
っ
て
も
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
よ
り
正
常
視
力
を
獲

得
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
弱
視
な
ど
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
視
力

検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

問

保
護
者
に
よ
る
ラ
ン
ド
ル
ト
環

※
1

検
査
で
は
、
約
４
分
の
１
が
出
来

て
い
な
い
実
態
が
あ
る
。
正
確
に
行
う

こ
と
が
難
し
い
実
情
か
ら
、
日
本
小
児

眼
科
学
会
は
従
来
に
加
え
て
、
目
の
異

常
を
発
見
す
る
効
果
が
９７
％
と
高
い

フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
等
を
用
い
た
屈

※
2

折
検
査
を
推
奨
し
て
お
り
、
本
市
の
小

児
科
医
か
ら
も
導
入
に
前
向
き
な
意
見

も
あ
る
。
本
市
の
導
入
へ
の
考
え
は
。

答

屈
折
検
査
機
器
は
家
庭
で
の
ラ

ン
ド
ル
ト
環
に
代
わ
る
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。
３
歳
児
健
康
診
査
で
の

有
用
性
や
費
用
対
効
果
、
国
や
県
の
見

解
、
他
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

野
本
篤
（
自
民
清
風
会
）

問

本
市
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

な
ど
、
未
来
に
可
能
性
を
秘
め
た

若
い
世
代
が
た
く
さ
ん
い
る
。

こ
れ
ら
の
未
来
に
羽
ば
た
く
「
岡
崎

の
金
の
卵
」
の
支
援
を
目
的
と
す
る
、

「
使
い
道
」
を
指
定
し
た
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
古
里

や
、
そ
う
で
は
な
い
が
応
援
し
た

い
自
治
体
の
政
策
に
役
立
て
る
の
が
本

来
の
趣
旨
で
あ
る
。

提
案
の
「
未
来
に
羽
ば
た
く
岡
崎
の

金
の
卵
」
の
育
成
に
向
け
た
使
い
道
は
、

郷
土
か
ら
輩
出
し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や

芸
術
家
、
ま
た
は
研
究
者
と
い
っ
た

方
々
の
活
躍
は
、
郷
土
、
古
里
に
対
す

る
愛
情
や
誇
り
を
か
き
た
て
る
大
き
な

要
因
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
さ

に
、
多
く
の
皆
様
か
ら
共
感
を
得
ら
れ

る
魅
力
あ
る
使
い
道
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
検
討

を
進
め
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

一般質問

※
1

円
の
切
れ
目
を
用
い
た
検
査
法

※
2

機
械
に
よ
り
角
膜
や
水
晶
体
の
屈
折
を
検
査
す
る
方
法
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屋
外
広
告
物
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り

観
光
政
策
・
防
災

内
田
市
政
の
今
後
と

３
期
目
に
向
け
た
決
意

中
根
武
彦
（
自
民
清
風
会
）

問

公
共
空
間
に
お
け
る
屋
外
広
告

物
（
屋
外
看
板
）
は
、
現
行
の
岡

崎
市
屋
外
広
告
物
条
例
で
は
公
共
空
間

へ
の
広
告
物
の
設
置
は
出
来
な
い
と
し

て
い
る
が
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
公

共
空
間
の
活
用
）
の
考
え
の
下
に
公
共

空
間
を
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

本
市
に
お
い
て
も
、
新
た
に
整

備
し
た
公
共
空
間
を
積
極
的
に
活

用
し
て
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や

継
続
的
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動

の
推
進
を
図
る
た
め
、
現
行
で
は
屋
外

広
告
物
の
設
置
が
出
来
な
い
公
共
空
間

（
桜
城
橋
・
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
・
籠
田
公
園
等
）
に
お
い
て
、
一
定

の
条
件
の
下
、
民
間
に
よ
る
設
置
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
条
例
改
正
の
手
続
き

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
設
置
主
体
は

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
法
人
を
考

え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
公
募
を
予
定
し

て
い
る
。
許
可
の
基
準
は
、
景
観
や
風

致
を
単
に
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
向
上

さ
せ
る
も
の
で
、
期
間
は
原
則
３
カ
月

を
超
え
な
い
こ
と
な
ど
と
し
て
い
る
。

磯
部
亮
次
（
自
民
清
風
会
）

問

徳
川
宗
家
・
財
団
と
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
、
観
光
の
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
な
展
望
を
考
え
て
い
る
か
。

答

今
年
度
は
新
た
に
、
観
光
推
進

課
に
「
家
康
公
係
」
を
設
置
し
、

徳
川
家
康
公
を
キ
ー
に
し
た
観
光
施
策

を
一
元
的
に
展
開
し
て
き
た
。
今
後
と

も
本
家
で
あ
る
徳
川
記
念
財
団
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
十
分
に
生
か
し
、
本

物
志
向
の
家
康
観
光
の
推
進
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

水
害
時
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る

区
域
内
に
市
の
指
定
す
る
避
難
所

が
あ
る
が
、
浸
水
時
で
も
避
難
所
と
し

て
開
設
す
る
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い

る
。
是
正
を
求
め
る
。

答

地
震
時
と
水
害
時
で
避
難
先
が

異
な
る
こ
と
の
一
層
の
周
知
を
行

い
、
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
現
在
更
新
中
の
「
水
害

対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
「
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
に
お
い
て
必
要
な
修
正
を

行
い
、
出
前
講
座
の
機
会
や
市
政
だ
よ

り
な
ど
を
通
じ
周
知
に
努
め
る
。

杉
浦
久
直
（
自
民
清
風
会
）

問

夢
あ
る
新
し
い
岡
崎
を
目
指
し

進
め
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

生
か
し
、
今
後
何
を
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
３
期
目
に
向
け
た
考
え
は
。

答

福
祉
や
医
療
、
子
育
て
と
教
育
、

防
災
な
ど
の
基
本
政
策
を
し
っ
か

り
と
担
い
、
健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、

本
市
が
誇
る
歴
史
的
文
化
資
産
や
美
し

い
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
を
ま
ち

※

な
か
の
保
養
地
と
し
て
フ
レ
イ
ル
対
策

に
も
活
用
し
、
超
高
齢
社
会
を
豊
か
に

す
る
技
術
を
開
発
し
発
信
す
る
。
官
民

連
携
と
広
域
連
携
を
進
め
、
将
来
の
成

長
の
た
め
の
人
づ
く
り
や
産
業
支
援
に

力
を
注
ぎ
な
が
ら
、
次
の
百
年
を
見
据

ま
い
し
ん

え
た
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。
も
の

づ
く
り
に
加
え
、
も
う
一
つ
の
柱
と
し

て
観
光
産
業
を
育
て
上
げ
る
に
は
、
施

設
整
備
の
上
に
い
か
に
地
域
に
に
ぎ
わ

い
を
も
た
ら
す
事
業
を
展
開
で
き
る
か

が
鍵
で
あ
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の

意
見
を
反
映
し
、
引
き
続
き
本
市
の
発

展
の
た
め
全
力
で
頑
張
る
覚
悟
で
あ
る
。

一般質問

徳川家康公像

※
加
齢
に
伴
う
心
身
の
衰
え
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小
学
校
部
活
動
の
今
後

あ
ん
し
ん
見
守
り

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
一
律
配
布
を
！

天
神
荘
交
差
点
事
故
多
発
！

安
全
対
策
の
状
況
は
？

キ
ッ
ズ
デ
イ
ズ
の

評
価
と
来
年
度

三
浦
康
宏
（
無
所
属
）

問

現
在
、
日
本
の
小
中
学
校
に
お

け
る
部
活
動
は
、
教
職
員
の
働
き

方
改
革
な
ど
社
会
、
経
済
の
変
化
、
教

育
に
関
わ
る
課
題
の
複
雑
化
・
多
様
化

等
に
よ
り
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
が
、
結
果
と
し
て
活
動
時
間
が
減

少
し
て
い
る
昨
今
、
本
市
で
も
父
兄
の

間
で
、
小
学
校
の
部
活
動
が
数
年
後
に

は
無
く
な
る
と
い
う
う
わ
さ
が
広
ま
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答

学
校
教
育
の
一
環
で
あ
る
部
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
関
心

も
高
く
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
議

論
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
学
校
の

部
活
動
は
全
て
の
子
供
に
等
し
く
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
考
え

て
い
る
。
部
活
動
以
外
に
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
的
活
動
に
触
れ
た
り
楽
し
ん
だ
り

す
る
受
け
皿
が
十
分
で
な
い
状
況
で
部

活
動
を
廃
止
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
小
学
校
の

部
活
動
を
廃
止
す
る
予
定
は
な
い
。

畔
柳
敏
彦
（
公
明
党
）

問

あ
ん
し
ん
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
に
は
個
人
を
特
定
す
る
ナ
ン
バ

ー
が
記
載
さ
れ
、
警
察
及
び
消
防
と
情

報
共
有
し
て
い
る
た
め
、
身
元
確
認
が

出
来
る
他
、
登
録
し
て
あ
る
緊
急
連
絡

先
へ
の
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
登
録
は
任
意
で
よ
い
が
、
こ

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
配
布
に
つ
い
て
は
、

一
律
配
布
を
し
て
い
く
こ
と
が
避
難
行

動
要
支
援
者
の
災
害
時
や
外
出
時
の
事

故
等
で
の
救
助
活
動
に
有
効
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

答

議
員
指
摘
の
通
り
、
対
象
と
な

る
全
て
の
人
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の

役
割
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
外
出
す
る

時
な
ど
に
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
こ

と
か
ら
、
今
後
登
録
さ
れ
る
人
に
つ
い

て
は
、
配
布
を
前
提
と
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
登
録
し

て
い
る
人
で
未
配
布
の
人
に
つ
い
て
も
、

配
布
方
法
な
ど
を
検
討
し
、
早
期
に
配

布
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
宅
健
司
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

都
市
計
画
道
路
岡
崎
駅
平
戸
橋

線
の
天
神
荘
交
差
点
は
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
交
差
点
改
良
の
状
況
は
。

答

当
該
道
路
は
、
平
成
２５
年
度
末

に
拡
幅
整
備
さ
れ
、
生
活
道
路
と

し
て
供
用
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
国
道

２
４
８
号
ま
で
接
続
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
交
通
量
が
増
加
し
人
身
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。

２６
年
に
３
件
、
２７
年
に
３
件
、
２９
年

に
３
件
、
３０
年
は
４
件
、
そ
れ
ぞ
れ
事

故
が
発
生
し
た
。

対
策
と
し
て
、
停
止
線
手
前
の
段
差

舗
装
や
交
差
点
注
意
を
路
面
に
標
示
、

人
身
事
故
多
発
交
差
点
へ
の
位
置
付
け
、

交
差
点
内
の
カ
ラ
ー
舗
装
、
優
先
道
路

側
に
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
設
置
な
ど
を
実

施
し
た
。

今
年
度
、
交
差
点

改
良
の
内
容
を
検
討

す
る
た
め
の
測
量
設

計
を
行
い
、
関
係
部

署
及
び
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。

小
田
高
之
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会
）

問

今
年
、
初
め
て
キ
ッ
ズ
デ
イ
ズ

（
秋
休
み
）
が
実
施
さ
れ
た
。
そ

の
評
価
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
理
解
す
る
」
と
の
回
答
が
多
か
っ

た
と
聞
い
た
。
他
方
で
、
ひ
と
り
親
や

共
働
き
世
帯
の
夫
婦
で
は
預
け
先
に

困
っ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。
来
年
度
も

開
催
す
る
予
定
と
発
表
が
あ
っ
た
が
、

今
年
の
課
題
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
配

慮
を
行
っ
て
い
く
の
か
尋
ね
る
。

答

議
員
指
摘
の
よ
う
な
課
題
、
声

も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
て
い
る
。
指
摘
の
あ
っ
た

課
題
の
改
善
は
、
子
供
の
居
場
所
づ
く

り
と
し
て
、
本
年
度
同
様
、
学
区
こ
ど

も
の
家
や
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
の
終
日

の
開
所
を
担
当
部
署
に
依
頼
し
た
。
ま

た
、
各
種
媒
体
を
通
じ
て
来
年
度
の
実

施
を
な
る
べ
く
早
く
お
知
ら
せ
を
し
た
。

こ
の
よ
う
な
手
立
て
を
講
じ
、
皆
さ
ん

へ
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
キ
ッ
ズ

デ
イ
ズ
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

一般質問

天神荘交差点
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市
内
全
域
で
利
用
で
き
る

公
共
交
通

雨
で
も
暑
く
て
も

遊
べ
る
遊
び
場

水
道
事
業
の
受
益
者
負
担

鈴
木
雅
子
（
無
所
属
・

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

問

公
共
交
通
は
社
会
資
本
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
が
整
備
す
べ
き
イ
ン

フ
ラ
と
考
え
る
か
。

答

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
は
生
活
を
営

む
上
で
不
可
欠
な
整
備
の
こ
と
で
、

公
共
交
通
も
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
位
置

付
け
、
整
備
を
進
め
て
き
た
。

問

７０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
、
自
宅

か
ら
バ
ス
停
ま
で
の
許
容
距
離
は

５
分
未
満
が
約
２
割
と
の
調
査
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
を
中
心
と
し
た
バ
ス
路
線

の
各
バ
ス
停
か
ら
半
径
３
０
０
㍍
の
円

を
描
く
と
円
外
の
隙
間
が
あ
り
、
こ
こ

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
３
０
０
㍍
歩

い
て
も
バ
ス
停
に
た
ど
り
着
け
な
い
。

こ
の
状
況
を
市
は
認
識
し
て
い
る
か
。

答

国
土
交
通
省
の
指
標
を
採
る
と
、

設
定
の
距
離
は
、
バ
ス
は
５
０
０

㍍
、
鉄
道
は
１
０
０
０
㍍
で
、
市
域
の

８５
％
が
公
共
交
通
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
る
。
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
普

段
の
生
活
で
５
０
０
㍍
か
ら
１
０
０
０

㍍
な
ら
歩
け
る
と
４
割
が
回
答
し
て
い

る
。

新
免
悠
香
（
無
所
属
・

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

問

雨
の
日
で
も
遊
べ
る
場
所
が
欲

し
い
と
い
う
意
見
を
よ
く
耳
に
す

る
。「
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
で
も
要
望
が
多
い
。
豊
田

市
の
鞍
ケ
池
公
園
は
大
き
な
屋
根
が
広

場
を
覆
い
、
雨
で
も
暑
く
て
も
遊
ぶ
こ

と
が
出
来
る
。
こ
う
い
う
屋
根
を
、
例

え
ば
東
公
園
の
広
場
や
地
域
文
化
広
場

の
ふ
れ
あ
い
広
場
に
設
置
で
き
な
い
か
。

答

以
前
よ
り
保
護
者
と
の
意
見
交

換
を
数
々
行
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
意
見
や
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

子
供
に
対
す
る
遊
び
場
等
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
全
天

候
型
の
子
供
の
遊
び
場
に
つ
い
て
、
施

設
の
規
模
や
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
も
の

を
設
置
す
る
か
な
ど
の
検
討
を
進
め
て

お
り
、
そ
の
実

現
の
可
能
性
を

確
認
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

時
期
が
来
れ
ば

公
表
し
た
い
。

江
村
力
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会
）

問

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
受

益
者
負
担
率
は
、
一
般
会
計
で
は

５
・
７
％
と
中
核
市
平
均
と
同
程
度
で

あ
る
が
、
病
院
事
業
、
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
の
三
つ
の
事
業
が
入
っ
て
く

る
市
全
体
で
は
１８
・
３
％
と
、
中
核
市

平
均
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
本
年
度
約
１２
・
９
億
円
も
の
多
額

の
純
利
益
を
計
上
し
て
い
る
水
道
事
業

が
一
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
水
道
事
業
は

市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
、
毎
年
、
施
設
の
耐
震
化
及
び
更

新
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
し
か
し
、
他
都
市
で
は
こ
れ
ら

の
経
費
は
一
般
会
計
の
繰
り
入
れ
を
増

や
し
、
極
力
受
益
者
負
担
を
少
な
く
し

て
い
る
よ
う
だ
。
本
市
も
同
様
な
考
え

で
受
益
者
負
担
を
少
な
く
で
き
な
い
か
。

答

あ
ら
ゆ
る
点
に
関
し
て
調
査
研

究
を
行
い
、
常
に
改
善
、
改
革
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
質
問
の

点
に
つ
い
て
も
、
他
都
市
の
状
況
な
ど
、

情
報
収
集
し
、
確
認
、
検
討
な
ど
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
議
会
を
傍
聴
し
て

久
々
に
傍
聴
し
た
が
、
現

況
、
問
題
、
課
題
、
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
順
序
立
っ
て

整
理
さ
れ
た
問
答
は
、
と
て

も
聞
き
や
す
か
っ
た
。
機
会

が
あ
れ
ば
、
ま
た
傍
聴
し
た

い
。今

後
の
市
議
会
の
進
め
方

と
し
て
、
質
問
者
の
提
案
等

の
具
体
例
を
、
画
像
等
で
表

示
す
る
仕
組
み
が
あ
る
と
良

い
。
ミ
ク
ス
だ
け
で
な
く

ネ
ッ
ト
で
も
市
議
会
が
配
信

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
の
で
、
も
っ
と
市
民

に
周
知
す
る
と
良
い
。

市
議
、
市
職
員
と
も
に

し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
た
。

岡
崎
市
の
現
状
や
政
策
と

し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
に
対
す
る
成
果
や
課
題
な

ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
聞
く

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
興
味

深
い
。
市
民
と
し
て
一
度
は

傍
聴
し
た
方
が
良
い
と
感
じ

た
。

一般質問

鞍ケ池公園（豊田市）

8おかざき議会だより│vol.２０１



主
な
議
案

主
な
議
案

条
例
議
案

■
公
契
約
条
例
の
制
定
／
事
業
者
等
の

安
定
し
た
経
営
環
境
及
び
公
契
約
業

務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
適
正
な
労

働
条
件
を
確
保
し
、
市
民
に
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
並
び
に
工
事

及
び
業
務
の
品
質
確
保
を
図
る
た
め
、

公
契
約
に
係
る
市
の
基
本
方
針
等
を

定
め
る
。

■
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
条
例
の
一
部
改
正

／
施
設
改
修
に
伴
い
、
面
積
が
減
少

す
る
楽
屋
２
号
室
及
び
楽
屋
３
号
室

の
基
本
使
用
料
及
び
ホ
ー
ル
の
ピ
ア

ノ
の
更
新
に
伴
う
附
属
設
備
使
用
料

を
改
定
す
る
。

■
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
／
市
民

セ
ン
タ
ー
の
一
般
の
利
用
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
社
会
教
育
法
に
よ
る
位

置
付
け
を
廃
止
し
、
新
た
な
条
例
と

し
て
整
備
し
直
す
。

■
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
／
老
朽
化

し
た
豊
富
保
育
園
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
建
て
替
え
期
間
中
及
び
建
て
替

え
後
の
同
園
の
位
置
を
定
め
る
。

そ
の
他
議
案

■
総
合
政
策
指
針
の
制
定
／
総
合
政
策

指
針
条
例
に
の
っ
と
り
、
総
合
政
策

指
針
を
定
め
る
。

■
工
事
請
負
の
契
約
（
せ
き
れ
い
ホ
ー

ル
内
部
改
修
工
事
外
２
件
）
／
せ
き

れ
い
ホ
ー
ル
内
部
改
修
工
事
、
せ
き

れ
い
ホ
ー
ル
電
気
設
備
改
修
工
事
及

び
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
棟
増
築
工
事
の
契
約
を
行
う
。

■
財
産
の
減
額
譲
渡
／
学
校
法
人
藤
田

学
園
に
藤
田
医
科
大
学
岡
崎
医
療
セ

ン
タ
ー
用
地
と
し
て
令
和
１０
年
３
月

３１
日
ま
で
の
間
、
無
償
で
貸
し
付
け

て
い
る
土
地
に
つ
い
て
、
貸
付
期
間

終
了
時
の
売
買
を
確
定
す
る
た
め
、

土
地
売
買
契
約
を
締
結
す
る
。

■
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
／
篭
田
公
園
地
下
駐
車
場
の
指
定

管
理
者
に
パ
ー
ク
２４
グ
ル
ー
プ
共
同

企
業
体
を
指
定
す
る
。

補
正
予
算
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
総
務
費
／
滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム
運
用

管
理
業
務
な
ど
約
４
０
５
２
万
円
の

減
○
民
生
費
／
老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
、
老
人
福
祉
施
設
等
開
設

準
備
経
費
助
成
事
業
費
補
助
金
な
ど

約
３
億
７
２
５
２
万
円
の
減

○
衛
生
費
／
土
壌
処
理
費
負
担
金
（
救

急
医
療
拠
点
施
設
整
備
支
援
事
業
）、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
施
設
整
備
事
業

費
な
ど
約
８
億
５
１
２
０
万
円
の
増

○
土
木
費
／
岡
崎
公
園
前
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
整
備
事
業
費
補
助
金
、
中
央

総
合
公
園
整
備
工
事
請
負
費
な
ど
約

２
億
９
８
７
４
万
円
の
減

■
阿
知
和
地
区
工
業
団
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
／
環

境
対
策
委
託
料
、
用
地
測
量
委
託
料
、

防
災
対
策
工
事
請
負
費
な
ど
約
１
億

５
１
７
０
万
円
の
増

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
／
一
般
被
保
険
者

高
額
療
養
費
負
担
金
な
ど
約
６
７
７

７
万
円
の
増

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
／
保
険
料
等
負
担
金

な
ど
約
５
３
３
３
万
円
の
増

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
／
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
負

担
金
な
ど
約
３
８
０
１
万
円
の
増

■
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
／
診
療
用
材
料
費
、
器
械
備
品

購
入
費
な
ど
約
１
億
９
６
２
３
万
円

の
増令和元年度１２月補正予算

（単位：万円）
補正後

１３，１４８，５８１
６，９５９，４４８
６，０９７，５３３
２６，２０５，５６２

補正額
２６，５８６
３１，７８１
１７，８３７
７６，２０４

補正前
１３，１２１，９９５
６，９２７，６６７
６，０７９，６９６
２６，１２９，３５８

一般会計
特別会計
企業会計
合計

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

１３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

総
務
企
画
委
員
会

公
契
約
条
例
の
制
定

問

条
例
の
制
定
に
よ
り
何
を
目
指

す
の
か
。

答

条
例
に
よ
っ
て
公
契
約
に
係
る

基
本
方
針
を
定
め
、
市
及
び
事
業

者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
施
策
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、

よ
り
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
施
策
を
官
民
協
力
の
上
で
推

進
す
る
こ
と
で
、
事
業
者
の
安
定
し
た

経
営
環
境
や
労
働
者
の
適
正
な
労
働
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
の
一
助
と
し
、
労

働
者
不
足
の
解
消
は
も
と
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
工
事
・
業
務
の
品

質
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
ひ
い

て
は
市
民
生
活
の
向
上
及
び
地
域
経
済

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と

を
望
ん
で
い
る
。

総
合
政
策
指
針
の
制
定

問

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想

か
ら
変
更
し
た
点
は
。
ま
た
、
総

合
政
策
指
針
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
か
。

答

平
成
２３
年
の
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
市
町
村
が
基
本

構
想
を
策
定
す
る
義
務
が
無
く
な
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
自
ら
の
意
思
で

将
来
に
向
け
た
基
本
的
な
方
向
性
を
示

す
総
合
政
策
指
針
を
策
定
し
た
。
ま
た
、

１０
年
間
の
分
野
別
指
針
を
示
し
た
こ
と
、

将
来
人
口
の
想
定
を
５０
万
人
と
し
た
こ

と
、
分
野
ご
と
の
政
策
の
上
位
に
位
置

す
る
四
つ
の
基
本
指
針
を
加
え
た
こ
と
、

七
つ
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
政
策
を
細
分

化
し
１０
の
分
野
別
指
針
を
作
成
し
た
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
変
更
し
た
。
総
合
政

策
指
針
は
、
第
７
次
総
合
計
画
の
基
本

的
な
方
向
を
示
し
、
市
の
重
点
施
策
形

成
の
羅
針
盤
に
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
庁
内
各
課
が
今
後
策
定
す
る
個
別

計
画
に
対
し
て
も
上
位
の
指
針
と
な
る

た
め
、
各
課
等
の
個
別
計
画
の
方
向
性

が
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
全
般
の
重
要
な
指
針
と
し
て
活

用
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
病
院
委
員
会

財
産
の
減
額
譲
渡

問

藤
田
医
科
大
学
岡
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
用
地
を
減
額
し
て
譲
渡
す
る

理
由
と
根
拠
は
。

答

藤
田
学
園
に
貸
し
付
け
て
い
る

大
学
病
院
建
設
用
地
か
ら
、
土
壌

溶
出
量
基
準
値
を
超
え
る
有
害
物
質
を

含
む
土
壌
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、
建
設

工
事
に
合
わ
せ
て
施
工
者
が
掘
削
し
、

場
外
に
搬
出
し
て
適
正
に
処
理
を
し
た
。

そ
の
処
理
費
に
つ
い
て
本
市
と
藤
田
学

園
で
交
渉
し
た
結
果
、
土
地
の
売
買
と

土
壌
処
理
費
の
負
担
に
つ
い
て
合
意
し

た
た
め
、
土
地
を
譲
渡
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
土
地
代
の
減
額
に
つ
い
て
は
、

大
学
病
院
の
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る

協
定
書
に
お
い
て
、
市
が
土
地
区
画
整

理
組
合
か
ら
購
入
し
た
価
格
で
藤
田
学

園
に
譲
渡
す
る
と
し
て
お
り
、
２９
年
当

時
の
３０
億
５
千
万
円
の
購

入
価
格
に
対
し
、
現
在
の

評
価
額
は
３１
億
７
千
万
円

と
上
昇
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
差
額
を
減
額
す
る
。

保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

問

豊
富
保
育
園
の
建
て
替
え
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
新
園
舎
の
概
要
は
。

答

令
和
２
年
６
月
議
会
に
契
約
議

案
を
上
程
し
、
そ
の
後
、
既
設
園

舎
の
解
体
、
新
園
舎
の
建
設
工
事
を
進

め
、
３
年
８
月
に
完
成
、
同
年
１０
月
に

新
園
舎
の
開
園
を
予
定
し
て
い
る
。
そ

の
間
の
２
年
３
月
３０
日
か
ら
３
年
９
月

ま
で
の
約
１８
カ
月
間
は
、
旧
豊
富
第
二

保
育
園
の
既
設
園
舎
に
加
え
、
プ
レ
ハ

ブ
の
仮
設
園
舎
を
増
設
し
て
対
応
す
る
。

新
園
舎
は
地
上
１
階
建
て
の
木
造
、
延

べ
床
面
積
１
６
１
０
平
方
㍍
程
度
で
、

定
員
は
１
７
０
名
を
予
定
し
て
お
り
、

岡
崎
市
産

材
を
積
極

的
に
活
用

し
て
、
木

の
ぬ
く
も

り
が
感
じ

ら
れ
る
保

育
園
に
し

た
い
と
考

え
て
い
る
。

４
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

豊富保育園
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文
教
生
活
委
員
会

工
事
請
負
の
契
約
（
総
合
学
習
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
増
築
工
事
）

問

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、
不

登
校
な
ど
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
が
通
所
す
る
ハ
ー
ト
ピ
ア
上
地
が
あ

る
が
、
工
事
の
間
、
児
童
生
徒
に
対
し

ど
の
よ
う
な
配
慮
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答

ハ
ー
ト
ピ
ア
上
地
の
児
童
生
徒

と
工
事
関
係
者
の
動
線
が
交
差
し

な
い
よ
う
に
工
事
エ
リ
ア
を
仮
囲
い
で

囲
い
、
児
童
生
徒
の
出
入
り
口
と
は
反

対
側
に
工
事
車
両
の
出
入
り
口
を
設
置

す
る
。
ま
た
、
工
事
エ
リ
ア
を
フ
ェ
ン

ス
や
養
生
シ
ー
ト
で
囲
う
こ
と
で
、
児

童
生
徒
と
工
事
関
係
者
双
方
が
お
互
い

に
意
識
し
な
い
で
済
む
よ
う
配
慮
し
て

い
く
。
ま
た
、
工
事
は
ハ
ー
ト
ピ
ア
の

教
員
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
児
童

生
徒
へ
の
影
響
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
、

特
に
大
き
な
騒
音
振
動
が
発
生
す
る
工

事
は
、
土
曜
日
や
課
外
授
業
時
、
夏
休

み
期
間
な
ど
児
童
生
徒
が
い
な
い
時
間

に
行
う
な
ど
、
で
き
る
限
り
配
慮
し
て

工
事
を
進
め
て
い
く
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

教
育
費

問

来
年
４
月
７
日
に
本
市
を
走
る

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

は
。答

聖
火
リ
レ
ー
は
、
４
月
７
日
に

岡
崎
城
付
近
を
出
発
し
、
桜
城
橋

を
ゴ
ー
ル
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
出
発
時
に
は
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
演
出
を
、
走
行
時
に
は
武

将
隊
や
応
援
舟
な
ど
に
よ
る
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
の
応
援
を
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
そ

の
日
の
途
中
区
間
で
行
わ
れ
る
セ
レ
モ

ニ
ー
で
あ
る
ミ
ニ
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
連
動
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

岡
崎
城
、
菅
生
川
、
桜
城
橋
を
十
分
に

活
用
し
た
、
岡
崎
ら
し
さ
を
演
出
す
る

も
の
を
考
え
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
の
承
認
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
詰
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

経
済
建
設
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

土
木
費

問

岩
津
地
域
活
動
拠
点
施
設
関
連

道
路
整
備
業
務
の
目
的
は
。

答

岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
は
建
築
後

４０
年
以
上
が
経
過
し
、
ま
た
北
部

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
３０
年
以
上
が

経
過
し
て
い
る
上
、
民
間
の
建
物
用
地

を
賃
借
し
て
い
る
。
市
民
セ
ン
タ
ー
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
支
所
機
能
な

ど
を
併
せ
持
っ
た
地
域
拠
点
と
な
る
複

合
施
設
の
整
備
に
向
け
、
岩
津
市
民
セ

ン
タ
ー
及
び
旧
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
跡
地
を
優
先
候
補
地
と
し
て
検
討
に

入
り
た
い
。
し
か
し
、
現
在
岩
津
市
民

セ
ン
タ
ー
前
の
交
差
点
に
は
北
部
方
面

か
ら
セ
ン
タ
ー
に
入
る
た
め
の
右
折
レ

ー
ン
が
無
い
。
交
通
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
右
折
レ
ー
ン
は
必
要
な
た
め
、
周

辺
環
境
の
諸
条
件
を
踏
ま
え
当
該
交
差

点
の
拡
幅
改
良
に
つ
い
て
早
期
に
検
討

す
る
予
備
設
計
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

そ
の
結
果
を
受
け
て
具
体
的
な
事
業
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

債
務
負
担
行
為

問

東
岡
崎
駅
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
昇
降
機
や
明
大
寺
交
通

広
場
な
ど
は
、
い
つ
か
ら
市
民
が
利
用

出
来
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答

家
康
公
ひ
ろ
ば
の
南
側
の
市
道

竜
美
丘
１
号
線
沿
い
に
整
備
を
進

め
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
元
年
１２
月
２３

日
か
ら
供
用
開
始
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
明
大
寺
交
通
広
場
の
外
周
道
路

で
あ
る
市
道
上
明
大
寺
３
号
線
に
つ
い

て
は
、
２
年
１
月
末
ご
ろ
に
は
一
般
車

両
の
通
行
が
出
来
る
見
込
み
で
あ
る
。

明
大
寺
交
通
広
場
に
つ
い
て
は
、
第
２

一
般
乗
降
場
の
他
、
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
、

企
業
バ
ス
等
の
乗
降
場
と
し
て
の
機
能

を
備
え
て
お
り
、
２
年
３
月
末
に
完
成

し
、
供
用
開
始
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

交
通
広
場
の
南
側
３
分
の
１
ほ
ど
の
ス

ペ
ー
ス
が
第
２
一
般
乗
降
場
と
し
て
利

用
さ
れ
る
が
、
朝
夕
の
通
勤
の
ピ
ー
ク

時
な
ど
に
は
外
周
道
路
に
車
両
が
集
中

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

供
用
開
始
の
直
後
に
は
、
出
入
り
口
付

近
に
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
、
安
全
確

保
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

委員会審査
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討
論
討
論

公
契
約
条
例
の
制
定

自
民
清
風
会

「
労
働
者
を
対
象
と
す
る
労
働
環
境
の

確
認
に
係
る
説
明
会
は
、
他
市
に
無
い

取
り
組
み
で
あ
り
評
価
す
る
。
条
例
制

定
に
よ
る
効
果
の
検
証
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成

し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
労
働
環
境
の
更
な
る
向
上
の
み
な
ら

ず
、
条
例
の
趣
旨
を
理
解
し
て
労
使
共

に
良
好
な
関
係
、
生
産
性
の
あ
る
業
務

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
意

見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会

「
労
働
者
の
賃
金
へ
の
し
わ
寄
せ
防
止
、

安
全
対
策
の
充
実
な
ど
、
工
事
や
業
務

の
質
の
向
上
を
期
待
す
る
」
と
意
見
を

述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

「
条
例
制
定
に
当
た
り
、
事
業
者
へ
の

説
明
と
と
も
に
、
労
働
者
に
対
し
て
も

分
か
り
や
す
い
周
知
、
啓
発
を
さ
れ
た

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

創
政
会

「
労
働
者
不
足
に
よ
る
入
札
不
調
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
労
働
者
確
保
と
工
事
や
業
務
の
品
質

確
保
の
た
め
、
実
質
的
な
規
制
と
な
る

よ
う
運
用
し
な
が
ら
の
改
善
を
求
め

る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

自
民
清
風
会

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
運
営

に
要
す
る
経
費
に
、
事
前
集
客
促
進
業

務
を
追
加
し
、
戦
略
的
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘

致
に
開
業
前
か
ら
取
り
組
め
る
体
制
の

構
築
を
図
る
点
も
評
価
す
る
。
経
済
界

を
始
め
、
各
種
団
体
か
ら
の
要
望
も
強

い
も
の
で
あ
り
、
乙
川
の
景
観
を
生
か

し
た
本
市
な
ら
で
は
の
施
設
と
し
て
整

備
す
る
こ
と
を
願
う
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
昨
年
６
月
に
藤
田
医
科
大
学
岡
崎
医

療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
か
ら
、
基
準
値

を
超
え
る
有
害
物
質
が
検
出
さ
れ
た
が
、

有
害
物
質
は
自
然
由
来
で
、
周
辺
の
地

下
水
に
は
影
響
が
な
く
、
適
正
に
処
理

さ
れ
た
。
土
地
売
買
を
確
定
さ
せ
る
こ

と
か
ら
、
通
常
の
処
理
費
か
ら
の
増
額

分
を
本
市
が
負
担
す
る
こ
と
は
適
正
と

判
断
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し

た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
は
、
乙
川
リ

バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
整
備
計
画
の
中
心

的
、
象
徴
的
な
施
設
に
な
る
こ
と
で
、

今
ま
で
市
外
に
流
出
し
て
い
た
流
れ
を

取
り
戻
す
と
と
も
に
、
市
外
か
ら
の
新

た
な
流
れ
の
創
出
を
可
能
と
し
、
投
資

以
上
の
経
済
効
果
を
生
む
こ
と
で
歳
入

に
寄
与
し
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
へ
の

持
続
的
な
再
配
分
が
期
待
さ
れ
る
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
開
業
事
前

業
務
と
し
て
新
た
に
事
前
集
客
促
進
業

務
を
設
け
た
こ
と
で
、
戦
略
的
な
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
誘
致
を
開
業
前
か
ら
取
り
組
め
る

の
は
、
施
設
の
円
滑
な
運
営
に
つ
な
が

る
。
施
設
の
建
設
に
向
け
て
公
民
連
携

で
進
め
ら
れ
た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。

創
政
会

「
各
種
団
体
か
ら
の
要
望
も
多
い
本
格

的
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
あ
り
、

本
市
で
の
会
議
の
み
な
ら
ず
、
市
外
か

ら
の
宿
泊
を
伴
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
を
呼

び
込
み
、
本
市
の
更
な
る
発
展
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
早
期
の
開
業
に
向
け

て
着
実
な
事
業
推
進
を
さ
れ
た
い
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
赤
字
を

出
す
こ
と
が
前
提
で
、
税
金
で
負
担
し

て
ま
で
建
設
、
運
営
す
る
メ
リ
ッ
ト
が

見
受
け
ら
れ
な
い
。
必
要
で
あ
れ
ば
竜

美
丘
会
館
を
改
修
す
べ
き
で
あ
る
」
と

意
見
を
述
べ
、
反
対
し
た
。

無
所
属
・
大
原
昌
幸

「
必
要
性
の
低
い
施
設
は
建
設
す
べ
き

で
は
な
く
、
将
来
に
も
負
担
が
残
る
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
は
必
要
性
が
高

く
、
か
つ
多
く
の
市
民
が
望
ん
で
い
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
意
見
を
述
べ
、

反
対
し
た
。

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審
査
の

委
員
長
報
告
を
受
け
て
、
各
会
派
等

が
賛
成
、
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛

同
を
求
め
ま
し
た
。
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創

政

会

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×

公

明

党

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×

民
政
ク
ラ
ブ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×

自
民
清
風
会

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×

採
決
結
果

可決

異議なし

不採択

件 名
市長提出議案

総合政策指針の制定
工事請負の契約（せきれいホール内部改修工事）
工事請負の契約（せきれいホール電気設備改修工事）
損害賠償の額を定めること
財産の減額譲渡
公の施設に係る指定管理者の指定
工事請負の契約（総合学習センター多目的ホール棟増築工事）
附属機関設置条例の制定
職員の給与に関する条例等の一部改正
市議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部改正
公契約条例の制定
せきれいホール条例の一部改正
市民センター条例の制定
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
保護施設等の設備及び運営の基準に関する条例の全部改正
指定障がい福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の制定
指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の制定
養護老人ホーム及び特別養護老人ホーム並びに軽費老人ホームの設備及び運営の基準に
関する条例の全部改正
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の制定
放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の全部改正
保育所条例の一部改正
児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の全部改正
幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営の基準に関する条例の全部改正
家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の全部改正
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の全部改正
廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正
都市公園条例の一部改正
道路の占用に関する条例等の一部改正
市営住宅条例及び特定公共賃貸住宅条例の一部改正
病院事業の設置等に関する条例の一部改正
水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正
令和元年度一般会計補正予算（第３号）
令和元年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
令和元年度阿知和地区工業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）
令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和元年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和元年度額田北部診療所特別会計補正予算（第１号）
令和元年度こども発達医療センター特別会計補正予算（第１号）
令和元年度病院事業会計補正予算（第１号）
令和元年度水道事業会計補正予算（第１号）
令和元年度下水道事業会計補正予算（第１号）
人権擁護委員の推薦

請 願
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充

陳 情

すべての子どもによりよい幼児教育・保育の無償化の実現を求める意見書の提出

４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９

６０

６１
６２
６３
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５
諮２

請５

陳１４ 意見を付して議長に
報告することとした。

（○賛成、×反対）
会派別賛否

審議結果 １２月定例会
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本市議会では、議員の資質及び政策形成能力の向上を図るため、閉会中の期間を利用して年に数回
の頻度で議員研修会を開催しており、どなたでも傍聴できるように公開しています。研修会の開催前
には、市議会ＨＰ、定例会を傍聴された方への案内チラシなどでお知らせをしますので、興味のある
内容がありましたら、ぜひお申し込みください。

◆次回の開催予定
次回は、令和２年２月１９日（水）午前１０時から、明治大学政治経済学部の牛山久仁彦教授をお招きし、
「分権時代における地方議員のあり方」をテーマに開催します。
会場は議場（市役所西庁舎３階）です。

◆傍聴の申込方法
住所、氏名（ふりがな）、電話番号、申込人数（５人まで）を記載の
上、来庁、電話、ＦＡＸ、はがき、メールのいずれかで、〒４４４-８６０１
議会事務局議事課へ２月３日（月）までにお申し込みください。
※定員（５８人）を超過した場合は抽選いたします。
※申し込みされた方全てに結果を通知いたします。

右の写真は、元年１０月１７日に開催した研修会の開催風景です。

講 師
龍谷大学政策学部
教授 土山 希美枝 氏
株式会社地方議会総合研究所
代表取締役 廣瀬 和彦 氏
新潟市中央区役所建設課まちづくり係
主査 西野 廣貴 氏
日本政府観光局ＭＩＣＥプロモーション部
部長 川﨑 悦子 氏

内 容

質問力の向上について

議員が守るべき政治倫理とは

「河川敷のにぎわい創出」
ミズベリング
地方自治体によるＭＩＣＥ誘
致の課題と展望

開催日

２月１８日

７月２３日

８月１９日

１０月１７日

議会運営委員会
議会大会議室
議会大会議室
議会大会議室

議会広報委員会
第３・４委員会室
第３・４委員会室
第３・４委員会室

１１月臨時会の運営
１１月臨時会の運営
１２月定例会の運営等

議会だより第１９９号の発行
議会だより第１９９号の発行
議会だより第２００号の発行

１１月５日
１１月１２日
１１月20日

１０月８日
１０月１５日
１１月１４日

常任委員会
総務企画

現地（岡崎幸田消防指令センター）
福祉病院

現地（岡崎げんき館）
文教生活

第３・４委員会室

緊急通報

岡崎げんき館

不登校児童・生徒の現状と課題

１０月９日

１０月８日

１０月４日

TEL ２３-６９７１
FAX ２３-６５３８
メール
gikaigiji@city.okazaki.lg.jp

平成３１年・令和元年議員研修会実施状況

●委員会調査報告（１０月～１１月）

議員研修会を公開しています

※各委員会は１１月１２日の臨時会に併せて正副委員長の互選を行い
ました。
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～議会を傍聴してみませんか～～議会を傍聴してみませんか～

▶障がいのある方の傍聴について
障がいのある方にも傍聴しやすい環境を整えていますので、ぜひご利用ください。
•車椅子スペースの設置
•手話通訳／要約筆記※
•ヒアリングループ（磁気誘導ループ）設置※
•点字資料の提供※
※ご利用に当たっては傍聴予定日の１週間前までに
ご予約ください。

▶本会議傍聴時の託児について
本会議傍聴時の託児サービスを実施しています。
傍聴予定日２日前の１６時までにご予約ください。

（傍聴に関するお問い合わせ先 議会事務局総務課 ☎２３‐６３８２ FAX２３‐６５３８）

その他にも、次の方法で議会の様子をご覧になれます。

▶議会中継
本会議の開会日、一般（代表）質問、閉会日の内容はケーブルテレビミクスで中継していま
す。また、インターネットでも本会議の全日程をライブ中継と、いつでも視聴可能な録画映像
の配信をしています。インターネット映像は、スマートフォンやタブレットＰＣなどのスマー
トデバイスでも視聴可能です。

▶委員会映像の配信
議案等の審査を行った常任委員会と特別委員会の録画映像をYouTubeで配信しています。

▶会議録の公開
会議録は市立図書館、各支所、市政情報コーナー（市役所西庁舎１階）などで閲覧できる他、
市議会ホームページでも閲覧することができます。

・議会中継、委員会映像の配信、会議録の公開ともに、右のＱＲコードから
ご覧になれます。

本会議や委員会は一般に公開されており、受付で住所、氏名を記入するだけで、どなたでも傍聴で
きます。また、事前の予約も必要ありません。お気軽にお越しください。
昨年は１年間で延べ６１０名の方が傍聴されました。

※傍聴席へは、市役所西駐車場などから３階連絡通路を利用し、議会傍聴専用入り口（市役所西庁舎３階）へお越しください。
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３月定例会予定

令和 年 月 日

（宛先）岡崎市議会議長
○ ○ ○ ○

住 所
代表者氏名

○○○に関する請願（陳情）

1 要旨 何々であるので
何々してください

2 理由 …………………………

○○○に関する請願書
（陳情書）

（請願書のみ）
紹介議員
岡崎市議会議員 氏名 ㊞

■■■
■■
■

■
■■

■■■

１月１日（祝）に、中央
総合公園で本市と総代
会連絡協議会が主催す
る新年交礼会が開催さ
れ、本市を中心に活動

うみかじ
する海風エイサーが、
ダイナミックで勇猛な
エイサー太鼓を披露し
ました。

請願と陳情
市政について意見があるときは、請願書や陳情書
を市議会に提出することができます。
請願は市議会議員の紹介を必要としますが、陳情
の場合はその必要がありません。
市議会では、請願については委員会で審査した後、
本会議で採択か不採択を決定し、その結論を請願者
へ通知します。採択した請願は、必要と認めた場合、
関係機関に処理の結果の報告を求めます。
一方、陳情は委員会で意見を述べるだけで本会議
に報告した後、関係機関に意見を付して送付します。
また、審査結果を陳情者へ通知します。

請願（陳情）書式例

議会ダイヤル ☎
☎２３‐６３９０
☎２３‐６３９４
☎２３‐６３６４
☎２３‐６３９６
☎２３‐６４０５
☎２３‐６３９７
☎２３‐６５２４
☎２３‐６３７７

自 民 清 風 会
民 政 ク ラ ブ
チャレンジ岡崎・無所属の会
公 明 党
創 政 会

日 本 共 産 党
無 所 属

議 会 事 務 局

です。２月１３日木３月定例会の
請願・陳情提出締め切りは、

日
3/1

8

15

22

土
29

7

14

21

金
代表質問

総務企画委員会

28

6

13

20

木
開会、
市長提案説明、
議案説明、
代表質問

文教生活委員会

27

5

12

19

水

議案質疑、
委員会付託
※

福祉病院委員会

議会運営委員会

26

4

11

18

火

経済建設委員会

25

3

10

17

月

代表質問

委員長報告、
質疑、討論、
採決、閉会

2/
24

2

9

16

23

表紙の写真

議会の日程、請願・陳情などに関する事項は、
議事課（☎２３‐６９７１・FAX２３‐６５３８）まで
お問い合わせください。

○編集と発行 岡崎市議会議会広報委員会 〒４４４‐８６０１ 岡崎市十王町２丁目９番地 ☎２３‐６９７１ FAX２３‐６５３８
○岡崎市議会HP https://www.city.okazaki.lg.jp/shigikai/index.html

※質疑を行う議案等がない場合は、３月２日の代表質問終了後に委員会付託を行い、３月４日は休会
日とします。
○代表質問の通告内容は、開会日までに市議会HPに掲載します。
○開会、代表質問、閉会の模様は、ケーブルテレビミクスで中継します。
また、インターネットでは開会、代表質問、議案質議、閉会の中継を行います。
○各会議の開催時刻は午前１０時の予定ですが、各常任委員会の開催時刻は午前９時３０分の予定です。

議案検討

無
所
属

議案検討
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